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ゆめこのゆめ

さく　野口 裕美





うまのゆめこは でんしゃにゆられています

とおいいなか町から はたらきにでるのです

ゆめは 日本一の馬車になること

ガタゴト　ガッタン

ドキドキ　ドックン

でんしゃも ゆめこの心もはずんでいます



ところがゆめこ、でんしゃをおりて町に出たとたん

ポタポタ　ポッタン

なきだしてしまいました

「おうちにかえりたいよー」

草原しかない 田舎で育ったゆめこは

キラキラしたとかいの町に びっくりしてしまったのです

ポツリ ポツリ・・・

ゆめこは あてもなくあるきます

すると

「おうちにかえりたいよー」

どこからか 声がきこえてきました



ゆめこは、声の方にちかづいていきます

そーっと のぞいてみると

そこには 小さな女の子がいました

ヒック　ヒック

「おうちに かえりたい」

ヒック

女の子は 泣いていました



ゆめこは 女の子のとなりにすわって

はなしかけました

「どうして ないてるの？」

女の子は 目になみだをいっぱいためていいました

「ひとりでおさんぽしてたら しらないとこまできちゃったの

おうまさんも 一人ぽっちなの？」

ゆめこは「一人ぽっち？」ときかれて

また さみしいきもちになりました



ゆめこと女の子は しばらくメソメソしていましたが

ゆめこは女の子を背中にのせて

おうちをさがしにいくことにしました

「わあ　おそらをとんでるみたい」

女の子はすっかり元気になって とてもうれしそうです

「ほら、時計台が見えるよ、あ、今度はレンガ館」

ゆめこも楽しくなってきました



ゆめこと女の子は

さみしかったことを忘れていました

パカパカ　どんどん

パカパカ　どんどん　すすみます

すると、

「わあ、ぼくものりたいよー」

男の子がやってきていいました

「おいでよ、おいで！　みんなでいこー」

パカパカ　どんどん



ゆめこと女の子と男の子、うたをうたってすすみます

ラララララ～♪

ルルラララ～♫

すると 今度は女の子 2 人やってきていいました

「わたしたちも のせてー」

「おいでよ、おいで！ みんなでいこー」

ララルラ　ラララ～♪



きがつくと ゆめこは

たくさんのお客様をのせて

まるで、馬車のようになっていました

「どんどん集まれ、みんなでいこー」



ゆめこは とても幸せな気分でした

「あ、ママだー」

泣いていた女の子のママが

さがしに来たようです

「おうまさん、ありがとう。

きっとまたのせてね」

そういって かえっていきました

「あ、ボクもいかなきゃ」

「わたしも。おうまさんありがとう」

次々にみんな おうちにかえっていきます

でもゆめこは もうさみしくなんかありません



ゆめこは 町が見わたせる 丘の上にいました

「やっぱり 日本一の馬車になりたい」

そう強く思いました



そしてゆめこは、日本一の馬車を

目指してがんばっています

小さなお客様をのせて楽しかった日のように、

ララララ ルララ～♫　うたいながら

「おいでよ、おいで、みんなでいこー」
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